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問題 A =

1 1 0

0 0 1

0 2 0

, P =

1 0 0

0 0 1

0 1 0

, Q =

1 −1 0

0 1 0

0 0 1

, R =

1 0 0

0 1 0

0 0 1/2

 とする.

A−1 を P,Q,R の積として表わせ. (ヒント:PQRA = E とはならない.)
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45. (1) どの様な m× n 行列 A に対しても PijA が A の第 i 行と第 j 行を入れ替たもの
になるような， m 次正方行列 Pij を求めよ．ただし，i ̸= j とする．また，この
Pij の逆行列を求めよ．

(2) どの様な m× n 行列 A に対しても Pi(c)A が A の第 i 行を c 倍したものになる
ような，m 次正方行列 Pi(c) を求めよ．ただし，c ̸= 0 とする．また，この Pi(c)

の逆行列を求めよ．

(3) どの様な m× n 行列 A に対しても Pij(c)A が A の第 i 行に第 j 行の c 倍を加え
たものになるような，m 次正方行列 Pij(c) を求めよ．ただし，i ̸= j, c ̸= 0 とす
る．また，この Pij(c) の逆行列を求めよ．

46. 次の行列の階数を求めよ．また正方行列については正則かどうか述べよ．ただし，a,

b ∈ R とする．

(1)

0 3 5

2 −1 6

1 2 7

　　　 (2)

 5 −3 2

−3 1 0

2 0 −1

　　　 (3)

 1 3 −2 0

−1 1 2 1

3 1 −6 −2



(4)

0 a 2

a 0 0

0 2a a2

 (5)

1 1 1

1 a 1

1 1 a2

　　　 (6)

a b b

b a a

b b a



47. A =

(
A1 O

O A2

)
のとき，rankA = rankA1 + rankA2 であることを示せ．

48. A =

(
A1 A2

O A3

)
とし, A1は正則行列であるとする. このとき, rankA = rankA1+rankA3

であることを示せ．

49. 掃き出し放を用いて次の行列の逆行列を求めよ．ただし，a ∈ R とする．

(1)

 1 −1 −1

−1 1 −1

−1 −1 1

 (2)

 1 −3 1

2 0 3

−1 1 −2

 (3)

0 0 1

0 1 0

1 0 0



(4)


1 0 −1 0

3 −1 2 1

−2 0 −1 0

0 2 0 −1

 (5)


0 0 0 1

0 0 1 a

0 1 2a a2

1 3a 3a2 a3




